
付章4 柏原市域出土の鍛冶関連遺物の考古学的調査結果について
一大県遺跡周辺及び田辺遺跡を中心に一

真鍋成史(交野市教育委員会)

1. イよじめに

本書で報告されている田辺遺跡は大阪府の東部、現在の柏原市田辺本町五丁目付近から田辺三丁

目付近にかけて位置する。相原市教育委員会の発掘調査の結果、古墳時代後期から奈良時代にかけ

て土器・瓦群と一緒に、鉄・銅の生産関連の遺物が出土している。出上したそれら金属関連遺物に

対しては本報告書掲載分も含めて、大澤正己氏や平井昭司氏による科学的分析調査も実施されてい

る。

これまで田辺遺跡で、特に鍛冶関連遺物が多数出上した地′点として、国分中学校と国分小学校敷

地内の調査がある。筆者は相原市教育委員会の北野重氏のご指導・ご協力を得て、これら2地点計

3次調査 (田辺遺跡84-3次・89-2次 。96-2次調査)の鍛冶関連遺物を実見することができた。

また、この田辺遺跡の対岸、大和川を挟んだ北側に広がる大県 。大県南遺跡周辺で出上した鍛冶関

連遺物を実見する機会を与えてもらうこともできた。その後、それらの観察記録をまとめてはどう

かとの北野氏より申し出を受けたので、ここにその結果を報告することとなった。

図-55 観察記録を作成した調査区位置図
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2.鍛冶関連遺物の考古学的調査

筆者は現在、大阪府の東北部にある交野市教育委員会に所属しており、同市の森遺跡出上の古墳

時代に属する鍛冶関連遺物を分類 し、報告文をまとめたことがある。両市出土遺物の比較検討する

ために、この分類に従い観察を進めている。

まず、すでに猫原市教育委員会により鍛冶関連遺物を、羽口の 2つ に分類はされていたので、筆

者の判断により鉄淳中よリガラス質津を抽出した。ガラス淳とは羽口や炉壁などの溶解物である。

これら3分類 (鉄淳・ガラス質滓・羽口)した遺物に関して、各調査区ごとに総重量を測定してい

る。また、出土した砥石に関しては報告書に掲載された点数を示している。

分類された鉄津のうち、完形もしくはそれに近いもので重量の重いものから順に選び出し、観察

を行っている。観察項目は、法量 (長径×短径×厚さ :重量 )、 磁着度、メタル度、遺存度、下面の

形状や付着物の有無、上面の形状の他、鉄津の重量感や緻密さ、木炭の噛み込みなどの気づいた点

を記録化している。

羽回は、ほぼ完形なもので、長径の長いものから順に選び出し、観察を行っている。観察項目は、

法量 (長径×外径×孔径 :重量 )、 先端部磁着度、使用角度、先端部突出長、白色長、形態、先端部

の溶解度、胎土中の植物遺体・砂粒の合有量などである。形態に関しては裾部がスカート状に広が

るものと円筒形のものが 2種あるという4EI原市教育委員会の指摘があり、現在も羽日の時期決定に

有効な目安とされている。交野市教育委員会の分類でもこの大分類に沿って、さらに後端部の送風

管取 り付け部の形態差より、 4分類している。本論でもこの分類に従って、さらに 1類追加した素

案 (図 -56)観察記録を作成し、観察記録中の「形態」項目に 1～ 5類のいづれかに該当するかを記

した。

1類     2類

(円筒形)

3類

(人の字形)

図-56 羽口分類 (柔 )

4類

5類

(円筒十人の字形 )

では次ベージ以降、柏原市域における古墳～飛鳥時代の主要な鍛冶関係遺物に関する観察記録を

記しておく。報告する調査区は計■ケ所である。
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表-20 大県遺跡82-9次調査区出土鉄津・羽口観察表
遺跡名 :大県829次調整出上位置:窪物f

時回 (鍛伯解 5'反層 8・ rH敷 1
・溝 1)

時期及び恨拠:6C中～末(陶邑K10～駆釣9)

折在地 :柏原市大県

19821120～

調査期間 :12.10、 1983.110
～124

調査面積(∬)i150 出    典:守
写可監戸
委員会「大県・大県南遺跡―下水道管渠埋設工事に伴

決津(g):104000
最も巨たい辞は1587.9kg(No l)を測る。言炊色で重量懸のある浮が主体。大県遺跡でも特にl kgを越える大型の鉄澤が出土する地点。厚
さ35n dを 越える津では炉床上が基本的には付着する。古墳時代の鍛冶津でよくみかける羽口片が付着したものなどは一片も認められない。
これは羽口と津との間の距離が空いていたことを示している。

螂
ｍ
脚
ｍ
酔
価
重 重

(質 )

艤
度

|タル壊
遺存

度

灰

向

生

方

回

態

卜

形

面

態

下

状

上面

形態
備 考

l 2 なし 完形 縦 椀状 粘土 平坦
面、不整楕円形をした超大型の椀形鍛冶津。上面、ガラス質津でコーテングされてヤ

。下面は砂粒を噛み込みよく焼き締まった炉床土が付着。

2 3 な し 不明
糠 し`

流汁

一部
粘キ 平

坦
卜向、長楕円修の超大型の視形鉄治澤。浮は激弩で、気孔なし。ずしりと重い。上面の

5 Du長の木炭残る。下面は端部付近に炉床土付着し、その他は粉炭が認められる。

3 3 な し 完形 横 船底 粉炭 凹面
団、長桁円鯵をした超大型の孤杉毀綸岸。全体に飛狗色の偏が映く。質はやや程で、

面はlm以下の木炭付着。No.4と 形状が似ており、同一炉生成の可能性。

4 2 な し 完形 横
緩い

続股

一部

粘土
凹面「
面、長精円形をした椀形鍛冶津。質は粗。津中には細かな木えを噛み込んでいる。下
豆は端部に灰色の炉床上が付着。長軸片側端部の舌状突起は羽日脇を示す。

5 140 1420 3 なし
ぼ

杉

ほ

学 均等 椀状 粘土 凹面
【画、円形をした遭大型の椀形鍛冶浮。質は緻密で重量感あり。上面は2cm角 の木炭嘘
丼込む。下面は全体に砂粒を含んだ灰色の炉床付着。よく焼き締まる。

6 3
Ｈ

０ 完形 横
い

状

綾

椀 粘土 凹面
怜回、長桶円///の超大型の塊形敏冶揮。質はやや粗で、気孔 も認められる。上 lal、 言豚

ζの銀造劉片付着。ガラス津 も付着ぅ下面は凹凸が 日立ち、所々炉床土付着。

7 3
Ｈ

∩ 完形 均等 椀状 粘土 凸面
r面、円形をした大型の椀形鍛冶津。質は粗。上面1/2は送風により凹む。下面は凹世
G粘上が付着。

8 5
Ｌ

ａ 破片
「面、長方形をした鉄塊系遺物。表面の凹凸から考えて鍛造は行ってらず、製錬系もし
(は精錬鍛冶系鉄塊かと思われる。放射状のひつ靖」れあり。

羽口(g):26000

羽回の影悪も様々のものがある。これは当調査地において長期間鉄冶操業が行われた可能性を示唆していると思う。観祭はできなかつた
が報告書中記載のNo.97や 100な どは長径が12cllを越え、5類に分類できよう。また、切り落とされた羽口先端部の存在は、高温操業を示
すものである。これなどは大型の鉄津と対応する時期のものから

離
ｍ
耀
ｍ
唯
耐
重 重

(買 )
瞬
度
離
度

用

度

便

角 (DI) (Ha)
撤
的
郡
度
夕
体
杷
遺
砂粒 備 考

9 17 0
ぼ

杉

ほ

〓 不明 不明 4 不明 多 有
'ヽ
の字に広がる羽口。大型品。先端打ちかかれている。使用時間短い。焼成
後ソケット部作り出し。外径が長径に対して大きく、古い様相を見せるか。

2 破片 4 強 少 多
ハの写に広がる羽口。砂柾多い。成形時に後端部のソケット状郡作る。雅
±2重巻き付け成形。卜48注記

2
ぼ

杉

ほ

隼 強 少 有
ハの写に広がる羽口。υ操含む。先瑞十分欠損する。粕■ 2亘巷 き付け厭
形。E区 7層の注記。

2 破片 不明
強

難 少 有
先端の切り落とし資料。ガラス質津には気孔なく光沢質。高温操業示す。
酢22の注記。

4 破片 不明
強

難 少 有
危琉の切 り語 とし資料。ガラス質澤 には気 fしな く光沢質。高温採業示す。

先端下鉄津 との付着を示す破面あり。R5の注記ハ

I 1

ぽ

彰

ほ

学 少 有
出筒形羽口。砂江含む。後琉部形悪不明。先瑞切 り落 とし。卜37の 注記 c

l～ 5に比べて新 しい時期に属するものかハ

炉壁(g):少量
羽日の先端が溶けてもその落ちた個所が高温のため、津中に溶け入り込んでしまったと考えられる。また、炉が大きいため羽口よりの積
温の風が直接当たらず、炉壁なども溶けにくかったことがガラス津が少ない理由であろう。

砥石(点):10 流紋岩系4点。片麻状黒雲母花商岩6点。

まとめ
大県選跡を代表する大型の欽

鉄津が10個体以上出上してい

床上が付着するものと思われ

吾が出上する地点。大型の掘形浮が三体。羽日の先端の浴辟も強い。獣骨も出上している。大県遺跡においてlkg以上の

;地点は当調査地のみである。鍛冶炉は粘上で盛り上げ、その上に火窪部を築くもの。そのため、大型の滓の下面には炉
)。 羽口の先端の溶解が強いことも、大型の津の生成が高温下で行われたことを物語るもではなかろうかハ

図-57 大県遺跡82-9次調査区出土鉄津上面 (S=約 1/4)
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図-58 大県遺跡82-9次調査区出土鉄淳上面・羽口横 (S=約 1/4)

表-21 大県遺跡84-1次調査区出土鉄津・羽口観察表
遺跡名 :大県841次調査 出上位置:各魯|「を経i霞篭稲f伊誤雹異;刊時期及び根拠:全権馬★瞥離巌晋秒聖lcttf悟昌稚歩I廿聖記研

・阿訓h

折在地 :柏原市大県 調査期間 i198416～ 225 調査面積(汀):150 出    典:守
写可穐戸
委員会『大県 ,大県南遺跡―下水道管渠埋設工事に伴

鉄津(g):154300
かすかすで赤っぽい津が主体。2 kgを越える超大型の椀形鍛冶津も1点のみあった(現在「近つ飛′専博物館」で展示)が、その他はl kgを
越えるものは無かつた。主体となる津には炉床土は付かない。大型なものは少なく、中型クラスである。

剛
価
捌
ｍ
貯
ｍ

里 重

(II)
艤
度
師
度
販

向

生

方

向

態

下

形

回

態

下

状

向

熊

上

形 備 考

1 な し 不明 椀状
一部
粘土
平坦
トロ、桶円形の道大型の掘///餓冶癖。茶衡色。長軸片側端罰∫は破向。徹径なさいで気fし僅
卜に認められるだけ。上面、所 木々炭噛み込む。下面は白色ガラス化した炉床土付着

^

3 な し 仮2/ 横 船底 粉炭 平坦「面、不整楕円形をした大型の椀形鍛冶津。緻密でずしりとしている。気孔多ψ

3 4
効
仏
ほtま
掌 杉
横 ? 椀状 粉炭 凹面

卜白、不整円形をした中型の椀形鍛冶澤。木炭の噛み込みあり。ずっしりとした緻密な
茎ハ

4 3 な し 破2/1 横 椀状 粉炭 平坦「面、不整円形をした中型の椀形鍛冶津。緻密で重量感あり。気孔少ない。

4
鋼
低

ぼ

杉

ほ

隼 横 椀状 粉炭 平坦
【面、不整楕円形をした小型の椀形鍛冶津。色調は青灰色。緻密でずつしりとした津。
髯面木民痕のため凹凸多い。上面も木炭痕あり。

羽日(g):44545
様 は々形態の羽回は、操業が長期間にわたつていたことを示していると思われる。先端の溶解は829次調査地のものほど強くない。これ
は829次調査のようにl kgを越える津がないことと対応するのであろう。

離
ｍ
耀
価
聡
耐
重量

(FF)
艤
唐
跡
度

用

度

使

角

〔mず

(at)

色

山
燃
的
糾
度
初
体
他
遺 砂粒 備 考

不明
ぼ

彰

ほ

字 下明 不明 不明 3 不明 少 多 ハの字に広がる羽口。先端欠損する。報告書記載酌586。

7 不明
ぽ

杉

ほ

掌 不明 不明 不明 3 不明 少 多 ハの字に広がる羽口。先端欠損する。報告書記載肺.587。

0
ぽ

杉

ほ

字
3or4 不明 有 有

ハの写状に広がる羽口。外径が長径に対 して大 きく。やや首い様相である。

先端部切 り落 とす
^

3
ぽ

杉

ほ

字 5 15 4 強 少 有
ややハの字に広がる羽口。先端の溶解強く、下方に垂れる。後端部後づく
リソケット状。

10 2
ぽ

彰

ほ

〓
10 15 4

強

嵯 有 少
ややハの字に広がる羽口。先端、光沢質で無孔の黒色ガラス質津で、下端
に津が付着。後端部後づくリソケット状か。

11 不明
ぼ

杉

ほ

宇 不明 不明

４

帆 5 不明 少 有
需罰∫に同かつて僅かに開 く羽口。粘± 2重巻 き付け。後端部 も溶群 し、ガ

ラス化 しているハ報告書No 590ハ

不明 麟
％
不明 不明 不明 5 不 明 多 多

喬部に同かつて但かに開 く羽国。後瑞部わすかにソケ ツ ト状形悪を収る。

報告書記載No 591。

13 1

ぼ

彰

ほ

〓
lor2 有 少

円筒形の羽口。白色ガラス質津帯付着。炉への取り付け粘土か。後端部欠

損。胎土精良。

14 1

ぼ

杉

ほ

卓
5 10 lor2 有 有 円筒形の羽回。先端、鉄津部付着。白色ガラス質津帯付着。

炉壁(g)i少量
829次調査地と同じで、羽口の先端が溶けても高温のため、津中に溶け入り込んでしまったと考えられる。また、炉が大きいため羽日よ
りの高温の風が直接当たらず、炉壁なども溶けにくかつたことがガラス津ド少ない理由であるうハ

砥石(点):38 砂岩、花尚岩、流紋岩などあり。

まとめ

829久調査地に比べて赤つぽい憚が多く、l kgを越える大型品少ない。羽日の形悪の多様性は両地区とも同じで、操業が長期にわたっていたものと熊
定される。獣骨ないし鹿骨の加工品が多数出土している。炉は1基検出されており、地山を一辺85cmの隅九方形に掘り下げ、壁に粘土を貼っているも
のが確認されている。829次調査地に比べて地下に掘り込まれるタイプのもので、大型の炉である。そのため鉄津の下面には炉床土が付着しなかった
ものと考えられる。羽口には多様な形態ものもがあり、よって検出された炉は6世紀後半以降のものと考えたい。
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13

(S=約 1/4)図-59 大県遺跡84-1次調査区出土鉄淳上面・羽口横

表-22 大県遺跡85-2次調査区出土鉄淳・羽口観察表
遺跡名 :大県852次調査 出上位置:瑞譴j留巌 、

jれ

視阜雄ir狛
八
時期及び恨拠:鍛冶炉3(6C後 ～末 陶邑TK43～ 209)、 溝1～ 4(6 Ctt TK209)

所在地 :柏原市平野 調査期間 :198565～ 831 調査面積(r):924 出  典t偲
最
磁 議 員会 駄 購 跡 野 梓 纏 腿 賜 畔 剰

鉄津(g):66500

卜口には夕床±4▼ くものが多い。柏土は言つぽく細かい砂粒を含む。 l kgを越える大型の導もないδ最大で605gで あった。大県82-9,84-
l次調査地のものと明らかに異なる。薄く軽い津でも炉床土が付着するものがある。最も厚みのある津で4 5cm。 こういう小型の津は色調が
青灰色で緻密で重量感があるものに統一されている。829次や841次調査地の炉に比べてより羽日からの距離が浅かったと推定される。

劇
価
螂
ｍ
睡
鰤
菫重

(富 )

醸
度

tタル凄 誘
度

灰

向

生

方

面

態

下

形

面

熊

下

演

面

能

上

膨 備 考

4 な し 完形 不明 椀状 粘土
滑凹

面
「 面、楕円形をした中型の椀形鍛冶津。色調は青灰色で、緻密なもの。上面、僅かに
0× 40mmの 範囲で窪む。下面は細かい砂粒を合む炉床土付着。

2 2 な し
ぼ

杉

ほ

牟 均等 椀状 粉炭 凹凸「
面、不整楕円形をした中型の椀形鍛冶津。やや緻密で重量感をもつ。津中には木炭を
ヨみ込む。

3 2 な し
ぼ

形

ほ

宰 均等 椀状 粉炭 凹凸
十回、円形をした当遺跡のものとしてはややこぶりな椀形鍛冶津。茶褐色。かすかすな
もので、木炭を多4t噛み工む

^

4 15 3 な し
ぼ

形

ほ

字 不明 椀状 粉炭 凸面
回

　

＾

菱形をした小型の掘形鍛冶浮。色調は言灰色で、徹密な浮。本炭など噛み込まな

5 2 な し 完形 均等 凹凸 木炭 平坦「
面、不整四角形をした小型の椀形鍛冶津。色調は青灰色で、緻密さをもつ。木炭なと

雪み込まない。

羽日(g)i23310
最終使用長は12cm前後のものが一番多く、最長のもので16clllを測る。普段使用する場合、最終使用長は10crlを 越えていたのではないだろ
うか。5類主体で、様々な形態の羽口は認められなかった。後端部短いソケット状。ハの字のものも少量認められた。先端、紅紫色に変
色する銅羽口の可能性のあるものも出土。

離
価
聡
耐
隆
耐
重量

(g)
艤
庁
節
度

用

度

役

角

色

山

日

′く

ヨ
刈

出

剛
盤
∽
騨
度

物

体

植

遺 砂粒 備 考

6 2
ぼ

杉

ほ

牟 不明 5 並
日 少 有

裾部に向かって僅かに開く羽回。精製された胎土。白色ガラス質津帯が2C
mmあ り、炉壁との取り付け粘上の痕跡を示すか。報告書記載舶 448。

7 411 4
ぽ

杉

ほ

を
す

5 最強 少 少
脳部に同かつて僅かに開く羽口。先端下方に幅 2 clnに わたり破面があり。

宰との接着面か。断面多角形状。白色粘土帯20mm。 報告書記載No 450。

8 4
ぼ

形

ほ

字 5 強 少 少
幡罰∫に同かつて優かに開 く羽口。自色ガラス質浮而が 30ald。 報告言記勲

¶∩ 44R^

偏壁(g):多少ある 総重量の05～ 1%ぐ らいか。大県遺跡としては出土比率が高いといえよう。炉力Mヽさいため、炉壁が溶けやすかったのであろう。

氏石(点):8 流紋岩6点。花南岩1点。砂岩1点。

まとめ

大県還跡829次、841次調査地に比べてやや小ぶりな津が多いように感じる。羽口の形態は僅かに裾部に向かつて広がりをもつ、長細い羽日に統一さ
れている。これらの羽日の形態は飛鳥池遺跡や後の平城京内出上のものに系譜を追えるものかもしれない。鍛冶炉 1. 2は層位から7世紀後半以降の
もの、鍛冶炉3は古墳時代のものと考えられている。炉は粘上で盛り上げるタイプのもので、浅いタイプのものと推定される。これが鉄淳下面の炉床
土付着の理由であるう。その他銅塊の比十も確設で大カハ
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7

・羽口横 (S=約 1/4)図-60 大県遺跡85-2次調査区出土鉄津上面

表-23 大県南遺跡83-1次調査区出土鉄淳・羽口観察表
遺跡名:大県南83-1次調査 出土位置 :A～ D区大溝 時期及び恨拠:6C末～7C前 (Tlt209～ TK217)

所在地 :柏原市大平寺 調査期間 :198327～ 35 譴 離 ω W61出  来
守母可詭扉

類 会 レげ■ 親 南勘 一称 雄 騨 諏 郭 こ伴

鉄津(g):8300
下面に炉床土を付着するのものがない。津の平面形態から、円形と楕円形の2種粉えによる炉床が整形されていたようである。大県遺跡
に比較して鉄津は小型のものが中心。最大のもので大澤氏分析分(2S834 116× 97× 28mmi510g)である。津は緻密で重量感のあるものが

多い。

劇
ｍ
脚
ｍ
厚 さ

(411)

菫量

(g)
醸
度
節
度

成

向

生

方

向

熊

下

形

向

熊

下

状

向

熊

上

形
備 考

3 な し 横 ?
い

汁

版

縮 粉炭 平坦
F向、小整円杉をした中～小型の拠形鐵冶岸。緻密ですつしりと重い。色調は言1/k色。

こ孔なども少ない。

2 224 2 な し 完形 均等 椀状
粉～

木炭
平坦『面、円形をした小型の椀形鍛冶津。質は緻密。下面木炭残る。表面全体酸化土砂付着。

3 4
Ｈ

Ｏ 完形 均等 凹凸 木炭 凹凸『面、不整円形をした小型の椀形鍛冶津。質は緻密で重量感あり。下面に木炭残る。

4 3 な し 完形 横 ? 平坦 粉炭 平坦
F白、不堅五角形をした小型の椀形餓冶浮。ごく綾やかな下向のカープをもつ。質は潮
どである。気孔などは下面で多く見られるハ

5 3 な し 完形 横 ?
緩い

縮燎
木炭 平坦

『面、不整四角形をした小型の椀形鍛冶津。質は緻密で、ずつしりと重たい。下面は本
そ痕多数。

羽日(g)i2300
円筒形で僅かに裾部が広がる羽口に統一されている。器壁は厚手なものである。先端を打ち欠いたものが多い。後端部は後づくりのソケ
ット状のものと思われる。

雖
価
聴
ｍ
隆
耐
車
⑪
磁看

度
師
度
用

度

便

角 (unl)

巴
　
硼
燃
爛
騨
度

物

体

桓

遺 砂粒 備 考

6 1
tatr

隼杉
少 多

裾部に僅かに広がる円筒形の羽口。後端部久損する。先端の溶解度弱く

白色ガラス質淳どまり。

7 2 破片 5 不明 最強 並日 多
切り落とされた先端部資料。そのため、本来の形態は不明。先端下部には

黒色ガラス質津付着し、横に伸びる。

8 0
破片
不明 不明 不明 不明 少 少

円筒形の羽日。やや裾部に同かつて広が りをもつか。先端打ち欠かれている。

後端部も次損。胎土は精農。体部は面取 り痕がある^給± 2重巻き付け成形ぃ

9 0 研
閉
不明 不明 2 不 明 少 多

円筒形の羽日。やや鴨目∫に同かつて広が りをみせる。先瑞は打ち欠かかれ

ている。先端 後端部とも久損。

F壁 (g):確認できず

砥石(点):4 花尚岩質砂岩、砂岩、黒雲母安山岩製

決器(g):190 鉄器の出土比率が高い。鉄鏃、藝、鎌、刀剣片などの鉄器片の出土あり。ただし、層位の確認必要。

まとめ
滓は炉床土付着するものがなく、緻密なものが多い。精錬鍛冶よりも9Px錬鍛冶操業が主体ではなかったであろうか。火窪部が大きかったことを示すの

で茂ろう̂ 儀器中に合わせ緞夕を行っ力砧片 あヽり̂★理の刃創緬夕製作 I´てぃ/・可能性 考ヽ,ら れる^

図-61 大県南遺跡83-1次調査区出土鉄津上面 。羽口横 (S=約 1/4)

攣i�
fl■
lil
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表-24 平尾山古墳群86-1次調査区出土鉄淳・羽口観察表
遺跡名:孟箕扶畠医

祥
出土位置 :A-1、 B-1・ 2ト ンレンチ 時期及び根姓上Yμ ::|]斗絆ポイ

｀
舟協幣7f識隅ふ

甲、ケ

牙在地 :柏原市太平寺 調査期間 :1986127～ 320 調査面積(紆):165 出  典:銭『 耳盈扉轟婦
会
ば罵
尾山古墳群 大平寺山手線建設に伴う そ

鉄津(g):11200 そのほか銅滓95g確認している。鉄津は下面に炉床上の付かないもの。最大で595gを測る。

剤
価
剛
ｍ
嬌
ｍ
亘量

(Ff)
瞬
度
師
度

阪

向

生

方

向

態

卜

形

口

態

卜

状

向

態

上

形 備 考

1 3 な し
ぼ

杉

ほ

宰 不明
緩い

続 IJf
木炭 平坦

枠回、長格円影をした甲型の掘形就恰岸。上回には 3× 1 5cnの 本反長がある。全体 に

卜っぽい。重量感ある。

2 3 な し
ぼ

形

ほ

字 不明 椀状 木炭 平坦「
面、楕円形をした中～小型の椀形鍛冶津。上面に大きな木炭戻。下面には細かな木成
鷲。全体に赤っぽい。

3 3 な し
ぼ

杉

ほ

尊 不明 椀状 木炭 平坦「 面、不整円形をした小型の椀形鍛冶滓。質は緻密。

4 2 な し
ぽ

杉

ほ

と
十
横
な

旅

急

続 木炭 凹面
卜間、イヽ蟹四角形をした中型の掘形鉄恰澤。上下向ともШ凸あり、本炭層中での生成を

Rす。気孔は少なく、津は流動性がある。上面は滑面である。

5 405 4
Ｈ

Ｏ 完形 頼 椀状 木炭 凹面
「 面、不整精円形をし

た中型の椀形鍛冶浮。質はやや粗で、気孔などもある。上面中央
ま緩やかに窪む。下面は凹凸多数。51w以下の本炭痕である。R7の記載あり。

6 4
Ｈ

∩ 横 擁状 木炭 平坦
十回、半円形をした小型の椀形鍛冶浮。やや緻行で重量感あり。上面、送風による波叔

らり。上下面とも木炭痕あり。辟33の記載。

7 15 4
Ｈ

∩ 完形 横 '綾

い

焼 汁
木炭 平坦

十回、菱T//を した小J―lの擁形鐵恰辞。緻密で重量感あり。上回は桃して常向で、 卜国に
よ幅2 cmの木炭痕がある。}93の記載あり。

8 4
Ｈ

∩ 完形 横
い

岸

緩

続 木炭 平坦
子面、不整楕円形をした小型の椀形鍛冶津。上面に木炭痕あり。気孔なども多い。下面
よ木炭痕による凹凸。卜34の記載。

羽口(g):2270
羽回は円筒形のもので裾部が若千広がつている。体部外面には費の子状に面取りしたものも認められる。胎土中には石英、長石、金雲母
を含んでいる。羽口は完形ならば500gを 越えるものであろう。突出長は l cm前後であるが、白色長のやや長いものが多い。明らかに古
増時代の羽日と形熊や重畳などが異なっているハ

驚
価
焔
ｍ
聡
耐
皇 薬

(営 )
瞬
度
飾
度

用

度

便

角

饉

剛

ｇ
　
Ш
燃
爛
騨
度
物
体
担
遺
砂粒 慌 考

9 】
ぼ

形

ほ

完
5 lor2 強 少 多

円筒形の大型の羽口。後端部は欠損しており不明だが、恐らくはツケット

状になっていたと思われる。外面は面取り痕跡あり。先端部垂れ一方向。

白色ガラス帝あり。器壁が厚く、ずつしりと重たい。報告書掲載h165。

]

ぼ

彰

ほ

〓 強 少 多
円筒形の大型の羽口。裾部Sヒかに広がる。先端のとれ2万同あり。器壁
軍く、ずつしりとした重量感。報告書掲載肺 163。

11 1

ぼ

形

ほ

完 強 少 有

賠部にむかつて綾やかに広がる円筒形の羽口。外向鴨2～ 2 5cll鴨の回収り

を施す断面多角形状の羽口。自色ガラス帯あり。先端の垂れ2方向。後端
部ツケット状か。報告書掲載No 164。

炉壁(g):70以上

砥石(点)i3 流紋岩、粘板岩、砂岩が出土。

鉄器(g):160 幅2 clllほどの棒状鉄器あり。その他銅塊5gあ り。鉄鎌(実測図あり)出土。

まとめ
炉は3つの形態が倹出されているが、鉄津から見る限り、平面が円形を成し、底部は九底なもので、炉の側壁及び底部は粘土が厚く貼られ、炉の稼働によ

り緑灰色又は青灰色になるほど焼成を受けているものに関しては、炉として認定できる。それは鉄滓は下面の形状や状況と合致しているからである。同面
からみて粋辞/ri´っかり敷ぃてから凝業が行われているハ羽日は円筒形で相夕樽かに広

`ギ

ツケット洪にIフていオ のヽ存樽用̂ 飼閲標 出ヽキ1´てぃる̂

図-62 平尾山古墳群86-1次調査区出土鉄淳上面・羽口横 (S=約 1/4)
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表-25 田辺遺跡84-3次調査区出土鉄淳・羽口観察表
遺跡名:田辺843次調査 出上 位 置 :秦

決 色亀 羞 ご

悔 巴 和 只 工 '取 Γ層 の 原
時期及び恨拠:6C後～7C前 (TR43～К217)

所在地 :柏原市国分本町 調査期間 :1984927～ 101 調査面積(ギ):6 出  甥 屋
磁 育募 会 陥 廊 競 知 岡 鋤 譴 概報 銘4年劇

鉄岸(g):122400
再結合津も認められる。淳は断面コマ状(8割 )と 平ら(2割 )な ものである。また茶褐色系統の津が全体の8割を占める。最も重いもので
歴博分析分の11750gで ある。厚みは最大で6 cmを測り、いづれも炉床上の付着しないものである。

勘
鰤
鰤
ｍ
酪
ｍ
襲
⑪
磁着

度
蔀
度
生成

方向

面

態

下

形

面

能
心

下

状

面

態

上

形 備 考

l 2 な し
ぼ

形

ほ

宰 均等 椀状 粉炭 凸面

Z面、四角形をした中型の抗型鍛冶津。断面はコマ状。木炭のかみ込み多い。ややすか

「かな津。

2 2 な し 麟
％
均等

な

汁

急

縮 粉炭 凸面
と向、不整長万形をした中型の椀型鍛治浮。断面コマ状。本災のかみ込み多い。ややす
ドすかな津ハ

3 2 な し 完形 均等 平坦 粉炭 平坦
≧面、不整円形をした小型の椀型鍛冶岸。断面、平ら。やや緻密さをもつ。

4 3 な し 研
閉
均等 平坦 粉炭 平坦 二面、菱形をした小型の椀型鍛冶津。下面はやや船底気味。緻密な津。色調は青灰色。

羽日(g):5610
円筒形の羽日。形態に統一性あり。周囲に自色ガラス質津の帯が回るものが多い。最終使用長は11～ 9 cnの 問で、最重量のもので500g
を越えている。器壁が厚く、ずつしりと重たい羽日といえる。

離
ｍ
雅
ｍ
略
耐 (II)
艤
度
齢
度

用

度

便

角 (II I) (II)
燃
∽
騨
度

物

体

恒

遺 砂粒 備 考

4
ぼ

杉

ほ

隼
2 最強 少 多

円筒形の羽日。後端部ソケット状。白色ガラス質津幅1 5cll。 先端内孔上カ

ラス津垂れる。

2
破片

2 強 征
ヽ
有
円筒形の羽口。後端部ツケット状。胎土砂泣多い。先端は発泡する程度。
白色ガラス質滓幅2 0cll。

7 2 嚇
柄
15 15 2 強 少 有

円筒形の羽口。後端部ソケツト状。始土砂江多い。先端は発泡する稚反十

白色ガラス管淳幅2 0cnlぉ

2
ぼ

形

ほ

年
2 最強 並

日 有
円筒形の羽回。後瑞部ツケツ ト状。始土υ枢多い。先琉は浴昨蝦い。日但

ガラス質津幅2 0cm。

4 破片 lor2 最強 少 有
円筒形の羽口。送風孔内に津が詰まったため、廃乗されたのでろう。白絶
ガラス質津幅2 5cm。

炉壁(g):少量 鉄津の約1/100程度か。

まとめ
欽幕に対してLlrl的 に羽日の出上亘Sサない。羽日は円筒形のもので器壁も厚手なものに統一されている。鉄津は下向に杓土カラ付いておらず、羽日下
から炉底までの距離が深かったものと思われる。

図-63 田辺遺跡84-3次調査区出土鉄津上面 。羽口横 (S=約 1/4)
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表-26 田辺遺跡89-2次調査区出土鉄津・羽口観察表
遺跡名 :田辺89-2次調査 出土位置 :大溝2(95%以上) 時期及び恨拠:6C後～末●阻3～К別9)

所在地 :相原市国分本町 調査期間 :198951～ 6.9 調査面積(ぜ):260 出  典:電
昂
醸 員会 的 辺勘 一国卿 ■鞍屋礎 動場騨 う司

鉄津(g):482578

基本的に炉床土が付かない厚みのある澤である。鉄澤の中には滓結合津があり、磁着度1(11650g)を 引いた4Ю聴程度が鉄津量であろう
か。主体は茶褐色で、木炭の噛み込んだ津である。炉床上の付くものは極めて稀で、厚みが6 cllを越えるもので1点だけ確認することが
できた。最重量のもので、1150gを測る。田辺遺跡84-3次調査地出上の鉄津と質感はよく似ている。

却
ｍ
鰤
ｍ
膵
ｍ
難
ロ
艤
度
訴
度

成

向

生

方

向

熊

下

形

画

熊

下

状

白

熊

上

形 備 考

4 銹化 不明
な
状
急
椀 粉炭 平週

十 Hl、 構 日形 を し 7こ天 型 の拠 型 ypt偏 伴 。 多 家 の不 灰 の 咽 み 込 み め り。 及 図 、余 筒 色 。 t

調は青灰色で緻密る。気孔あり。R48の記載。

2 3 な し 不明
い

汁

緩

続 粘土 凸面
半回、狛ヽ蟹楕円形をした人～甲型の弧型餓俗辞。上トロとも本反多叡嘲み込む。最大 l

m。 津質は1に似る。断面長軸片側が厚みある。卜49の記載。

3 2 なし 完形 不明
液 し`

締峠 粉炭 平坦
平向、長万形をした大型の拠型鍛冶澤。下面はきれいな粉炭による炉床によって作らイ
ている。津質は1・ 2に似る。洋49の記載。

4 4
期
仏

ぼ

杉

ほ

学 均等
な

紺

急

焼 粉炭 凸面 平面、円形をした大型の椀型鍛冶津。津は緻密で重量感あり。R54の記載。

5 3 なし 完形 均等
な

状

急

椀 粉炭 平坦
半回、円形をした天型の塊型鉄綸r7。 ややスカスカな懸がする。本戊のffBみ込み多ψ

粘土質。卜77の記載。

6 3 なし 腕3/Z 不明
な

状

急

椀 粉暗 平
坦
平面、一部欠損のため団扇型をした中型の椀型鍛冶津。本来3cl厚であるが、粉炭層に消
の一部が潜り込んだため下方へ出っ張りができたと思われる。緻密な津。【103の記載。

7 2 なし 完形 均等
い

岸
糠
締
粉暗 凹面

辛向、円///を した小型の椀型鍛冶澤。スカスカな津。本炭の噛み込み多い。上面、緩〈

霊む。この資料のみ上面の明確な木炭痕がない。群108の記載。

羽口(g):13800
観祭を行つた3点 とも、日色ガラス賃辞の卜琉には鉄憚が4寸看する。そのほか、先琉が纂江色に変色したも銅羽口の可能性のあるものも

ある。報告書掲載のNo.106は 12.5cll、 No.105は 12 2cllの長径を測り、形態からみて外径が長径に対して小さく裾が僅かに広げツケット状
を作り出す5類に属する。最終使用長は13～ 9 cllの間、最重量のものは435宣 を測る。

離
ｍ
陸
価
粧
ｍ
璽重

(質 )
罐
度
離
度

用

度

便

角
硼
価
色

ｍ
麻
固
僻
度
夕
体
櫂
遺 砂粒 備 考

8 1

ぼ

形

ほ

完 強 少 多

円筒形の羽口。粘上巻き付け成形。先端孔に≧れ下がる浮あり。浴解強く

光沢質のガラス津。下端には津が付く。2.5cn幅の白色ガラス帯あり。後端
部はソケット状であろうぅに100ぅ

9 4
は

杉

ほ

掌 強 有 多
円筒形の羽口。先瑞光決質のガラス澤化。一部澤も付く。 l Cla暇の日色ガ

ラス質津付着。後端部はソケット状である。卜91の記載。

l

は

杉

ほ

字 強 少 多
円筒形の羽口。先端下方のみ黒色ガラス化。1.5911幅の白色ガラス質津付着。
後端部には送風管を取り付けたであろう円状の痕跡残る。

炉壁(g):少量

砥石(点):8 花尚岩4、 流紋岩 1、 砂岩 1、 粘板岩 1、 安山岩1点。

まとめ
羽日の子L径も251da以上の大きいものが主体である。大型の津と対応するものである。炉は深く、炉底から羽口孔中心までの距離が9 cll以上あると思わ
れる。

図-64 田辺遺跡89-2次調査区出土鉄津上面・羽口横 (S=約 1/4)
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表-27 田辺遺跡96-2次調査区出土鉄淳・羽口観察表
遺跡名 :田辺96-2次調査 出土位置 :大溝2,3 時期及δ恨拠:6C末～8C前 (陶邑箪209～ M「21)

所在地 :柏原市国分本町 調査期間 :1998.8,1～ 107 調査面積解 ):“01出  典:駕
写1監晶弓贔畠増異

辺遺跡一国分中学校プール建設に伴う遺構

鉄津(g):258302
鉄津は、長いもので13c l、 厚みは6 clを測る。いづれも炉床土の付着するものは認められなかった。最も重量のあったものは1576gを 測る。また鍛造烈
片の付着するものもあり、重量が1410gを測る。その他、細かい木炭の噛み込みの多いものもある。泣状津や鍛造剖片についは、本書中に大道和人氏,
報告しているので、そちらを参照していただきたい。上面、ガラス津付着するものは認められない。大型のものだけでなく、300富 台のものもある。

劇
ｍ
脚
ｍ
厚 さ

(Hu l)

菫量

(g)
艤
産
メタ″腰 師
度

成

向

生

方

下向

形熊

向

態

下

状

向

熊

上

形 備 考

〕 4
H
(O)

ほIF

完形
不明
急な

椀状
粉炭 平坦 俎以下の粉炭が付着。下面も滑面で、一部こぶ状突起が付着。炉が深いことを示す。に

72の記載。

2 4
Ｍ

◎
麟
昴
不明
な

状

急

椀 粉炭
平坦

子面、四角形をした大型の椀形鍛冶津。厚みがある。上面には鍛造剥片が全面に付着(

耐片の断面は波状～平坦なものまで。黒褐色～青灰色。周囲はすべて破面。上面は所々

2 rm幅の未梓雇があるハ下面のこぶ状察れは鉄娘系皆物であ/jう
^

3 1150 4
Ｈ

∩
燐
努
不明

な

状

急

椀 粉沃 平坦
十回、福円形をした大型の楓形餓情辞。厚みがめる。賃は私で、本反の噛み込み多ヤ

L4おの記載 ^

4 3 な し 完形 均等
な

状

急

続 粉炭 平坦 千面、円形をした大～中型の椀形鍛冶津。厚みあり。質は粗。R77の記載。

羽日(g):136500

羽口は円筒形のものに統一されている。孔径も251d以上のものが主体。器猛の厚いものが多くずしりとした重量感。最終使用長は13～ 10

c llの 間で、最重量のものは651,7gを測る。形態は、円筒形で後端部はソケット状のものにほぼ統一されている。器壁の厚い感を受ける

羽口が多い。先端部羽口取り付け粘上の痕跡である白色ガラス待が厚く付着するものもある。

雖
ｍ
唯
ｍ
雑
鰤
襲
ロ
瞬
度
飾
度

用

度

便

角 (aI)

色

硼
腺
的
騨
度

物

体

梃

遺 秒粒 備 考

5 4 完形 2 強 有 有
円筒形の羽口。器壁厚 く、ず しりとした重量感。薄 く20nll幅の白色ガラス

連帯付著 ^

6 3
ほtr

字形
2 強 有 有

円筒形の羽目。器壁厚く、ずしりとした重量感。薄く20allの自色ガラス澤
常付着。

7 3
ほtF
章 IP/

10 2 弱 有 有
円筒形の羽口。やや器壁薄い。断lal、 多角形状。20Hulの自色ガラス澤〒あ
h^

8 4 完形 2 強 有 有
円筒形の羽口。やや希唾 津い。先瑞ガラス岸の浮化 したベル ト帝が201w鴨

で付着 ^

炉壁(g):少量

砥石(点):7 花尚岩 5、 安山岩 1、 粘板岩1点

まとめ 鉄津は、木炭を噛み込んだ赤褐色の断面コマ状のものがよく目に付く。羽日は円筒系のもので規格性があり、古墳時代のものより器壁厚いため重い。

図-65 田辺遺跡96-2次調査区出土鉄淳上面
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その他、観察記録を作成しなかったが、次の 3遺跡についても観察を行わせてもらっている。簡

単に触れておきたい。

大県南83-4次調査区

所 在 地―オ白原市大県、調査期間-1983年 10月 18日 、19日 。調査面積 6.3ぽ

出  典軒白原市教育委員会『粕原市埋蔵文化財発掘調査概報1983年度』1984

個人住宅建築のための事前緊急発掘調査。陶邑TK209あ たりの須恵器と一緒に鉄淳が約2.4kg出土

している。また、歴博の報告で銑鉄系の鉄素材80gを紹介する。羽口・砥石は確認していない。鉄

淳は最重量のもので465gで、厚さが301unを 測る。下面は炉床上の付着しないものである。

大県南83-6次調査区

所 在 地―オ白原市大県、調査期間-1983年 11月 22日 ～1984年 1月 31日 、1984年 4月 18日 ～ 4月 23日

調査面積 140,0『

出  典 オ白原市教育委員会『大県・大県南遺跡―下水道管渠埋設工事に伴う一』1985

旧170号線から西方に伸びた岩崎谷線の道路内における下水路の改修工事に伴う調査である。C

区において鍛冶炉が 2基確認されている。A～ E区それぞれで鍛冶関連遺物を確認している。鉄津

が約7.9kg、 羽口が 5個体 (約 l kg程度か)、 砥石が 6個体出土している。鉄津が l kg以上まとまっ

て出上した層及び遺構 とそれらと共伴した須恵器は次のとおりである。B区暗青灰色砂質±1400g

がⅢ15～TK43の 須恵器と、C区暗緑灰色砂質土H95gが陶邑TK43～ TK217の須恵器と、D区溝 9で

は1610gがК10～ 209あ たりの須恵器を中心に、D区暗灰色砂質±1425gがК23～ 209の時期差をも

った須恵器と出土している。鉄淳は報告書によれば最大のものが865gと のこと。羽口は円筒形の

ものの比率が高い。

太平寺 。安堂遺跡83-4次調査区 (安堂武道館地区)

所 在 地―相原市安堂町、調査期間 1983年 12月 1日 ～1984年 2月 28日 、調査面積―約1085r

出  典―相原市教育委員会『太平寺・安堂遺跡1983年度』1984

仮称猫原市立第二体育館建設に先立つ緊急事前発掘調査。 I～ Ⅲ区の 3つ に分けて調査が実施さ

れた。鍛冶炉はⅡ区において 4基確認されたが、鍛冶関連遺物の大部分はⅢ区の包含層において出

上しており、検出した鍛冶炉との関係があったのかどうかは不明である。このⅢ区の包含層からは

陶邑TK10前後の須恵器とともに鍛冶関連遺物が出土している。鍛冶関連遺物は鉄津が約6.8kg、 羽

回は確認できたものが 3点のみで610g、 炉壁はごく少量の出土である。鉄津は最重量のもので

1160gを測る。淳は中には l kgを こえるものも含まれるが、全体 8割は300g以下のものである。

滓は大型のものほど長楕円形を呈する。下面は l kgを 越える中には、炉床土の付かないものもあれ

ば、300g以下で炉床上の付着しているものもあり、鍛冶炉の形態差を示していると考えられる。

小型のものは大きさが小さい害」には、厚みのあるものがある。羽口は10cmを越えるもので円筒形の

ものである。
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4。 まとめ

大和川より北側では調査の結果は次のとおりである。鉄津の重量は、大県82-9次調査地では最大

1.5kgの もの、84-1次調査地では 2 kgを 越える津があり、これに対して、大県南遺跡のものは最大で

81-2次調査出上の620gを 最大とする。ほとんどが500g以下であり、大県遺跡に比べて鉄の処理量が少

なかったものと思われる。

また大県遺跡の82-9次、84-1次では羽口の形態に様々なものがあり、時期差を考えなければならな

いと思われる。4類のうち長さに対して外径幅の広いものはこの2地点でのみ観察できた。この形態の

ものは周辺では陶邑TK208～ TK47あ たりの須恵器と一緒に鍛冶関連遺物が出上した東大阪市西ノ辻遺跡

でこのタイプのものがあった。そのためこれらの形態の羽口はやや古い時期に属するものかと思われる。

5類 と2類のものは最終使用長も10cmを 越えるもので、 6世紀中葉以前のものよりは長くなっている。

この 2地点では淳も大型品から小型のものまである。羽口には先端の孔径が25nmを越えるものも多く、

かつ溶解度も進んでいることから、大型の鉄津と対応した羽口と考えられる。

飛鳥時代以降も太平寺・安堂遺跡や平尾山古墳群などで鍛冶関連遺物が確認されている。この時期にな

ると、羽口の体部外面に長軸方向に面取り痕跡や多角形状になったものが見られ、中央の官営工房的な色

彩が強くなっている。以上が大和川より北側の状況である。次に南の状況を説明しておく。

本書で報告されている田辺遺跡は、同一の市内にある大県遺跡周辺の鍛冶工人と同一系譜の集団かな

ど興味の持たれるところである。時期的な差も考慮しなければならないが、当遺跡では羽口は円筒形で

器壁が厚く、大県遺跡のものに比べずっしりとした重量感のある羽口である。これら羽国の形態には統

一性が認められ、黒色ガラス質津について炉壁との設置面には明確に白色ガラス質津帯が明確に認めら

れる。鉄淳も厚みのある急な下面のカーブをもったもので、明らかに大和川北岸の大県遺跡及び周辺遺

跡のものとは異なっているといえる。

鉄津の大きさと厚さは大県82-9次調査地では1.5kgの ものが最大で、長さ18cm、 厚さ4.5cmの もの、

大県84-1次調査値では2.lkgの ものが最大で、長さ19cm、 厚さ6.5cmを測る。いづれも鉄淳の下面には

炉床上が付着している。これに対してやや田辺遺跡では重量や大きさは小さくなるが、厚みが 9 cmに達

するものがある。基本的には炉床土が付着していない。淳の断面形態はいわゆる「コマ状」と呼ばれる

もので、次頁の写真 (図 -66)イこ示したとおり明らかに大県遺跡と田辺遺跡のものでは断面形態が異な

っている。この差は、田辺遺跡において鍛冶炉の炉底もしくは粉炭層底が大県遺跡に比べて深くなった

ためと考えられる。

鉄津・羽口ともその外観・質感は異なっており、大県遺跡周辺の鍛冶とは工人の系譜の差、もしくは

時期差を考えることが必要と思われた。田辺遺跡出土の鉄淳及び羽日の質感や形状などは、大県遺跡周

辺のものより、例えば (財)大阪市文化財協会調査の難波宮跡9915次調査出上の 7世紀後半代のもの

にどちらかといえば似ている感じがある。

また、交野市森遺跡出上の 5世紀後半～6世紀前半の鉄津・羽日と比較した場合、柏原市域において

鉄淳は大きさも長く重量もl kgを越えるものが現れる。羽回は器壁が厚く、重量感のある羽口が多くな

っている。また、鉄淳・羽日の出土量とも圧倒的に相原市域で多い。この違いは、操業主体の時期差を
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大県遺跡82-9次調査No.1 大県遺跡85-2次調査No.1

田辺遺跡89-2次調査No.4

図-66 大県・田辺遺跡における大型鉄淳の上・横・下面の様子 (S=約 1/3・ 番号は観察表中のものと対応)

（下
面
）

田辺遺跡96-2次調査No.3
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示しているのではなかろうか。

なお、本文をまとめるにあたつて相原市教育委員会の北野氏をはじめ、桑野一幸氏・安村俊史氏。石

田成年氏には、資料見学に対して多大なる協力を得ました。文末ではありますが、感謝申し上げます。
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